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「くにたち公民館だより」
デジタルブック

〈開催講座案内〉

～いまこそ、考えたい戦争と平和～
シリーズ〈戦後８０年〉

２０２５年、日本は終戦から８０年を迎えます。日本が、世界が、なぜ戦争を回
避できなかったのか。あのとき、何が選択され、何が起こったのか。
８０年という歳月を経て記憶の風化が危ぶまれるなか、公民館ではあらため
てさまざまな角度から過去の戦争を知り、平和について考えるシリーズ講座
を企画し、順次開催していきます。
いまに生きる私たちが、これからの時代を紡いでいくための選択の一助と
なるよう、８０年前をふり返り、平和について考え続けたいと思います。

講　師　小野寺　拓也（東京外国語大学）

1933年頃から第二次世界大戦終結まで、戦争、ホロコー
スト、しょうがいしゃに対する「安楽死」など、現代社会に
おいて決して許容されない政策を行ったナチス・ドイツです
が、「ナチスは良いこともした」という議論が国内外で定期
的に繰り返されています。
小野寺さんは右記の著書において、７０年以上にわたるナ
チズム研究の成果を踏まえて、「ナチスは良いこともした」
という主張がいかに不正確で一面的であるかについて明らか
にされています。今回は、著書で検証されているナチスをめ
ぐるさまざまな現象についてお話しいただきます。

小野寺さんらの著書『検証　ナチスは「良いこと」もし
たのか？』では、アウトバーン建設、失業率の低下、労働者
向けの福利厚生、少子化問題の克服、環境保護政策など、ナ
チスの功績とされがちな事象を取り上げ、歴史的事実やその
背景などについて、さまざまな角度から考察をしています。

ナチス ・ ドイツ―歴史学からの検証

▲講師の小野寺さん

◀小野寺拓也、田野大輔著『検証
　ナチスは「良いこと」もしたの
か？』（岩波書店）

と　き　８月８日（金）夜７時～９時
ところ　公民館　地下ホール
定　員　７０名（申込先着順）
申込先　７月８日（火）朝９時～
	 電話またはホームページより

◆開催講座一覧◆
開催日 内　容

８月８日（金） ナチス・ドイツ―歴史学からの検証

８月９日（土） 台湾生まれの日本人「湾
わん

生
せい

」の軌跡

８月1６日（土） 国立市ゆかりの画家　平松輝子・二紀和太留が
込めた平和への想い

８月24日（日） CINEVOX　公民館映画会『父と暮せば』
※詳細・募集は 8月号に掲載します

９月13日（土）～ 国立・多摩地域の戦争（全３回）
※詳細・募集は８月号に掲載します
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自分自身の世界を読み取り、歴史をつづる権利であり、

～いまこそ、考えたい戦争と平和～～いまこそ、考えたい戦争と平和～ シリーズシリーズ〈戦後８０年〉〈戦後８０年〉

お　話　新
にいもと

元　久
ひさし

（元・明治製菓食品開発研究所主席研究員）

コーディネーター　原口　直希（東京大学大学院博士後期	
	 課程／日本学術振興会特別研究員DC1）

日本統治下の台湾で生まれ育ち、戦後日本に引き揚げて
きた「湾生」のことを知っていますか？
新元久さんは1931年に台南で生まれ、14歳まで台湾で過

ごしました。サトウキビ畑で過ごした幼年時代、台北に移
ってから少年時代を過ごした活気ある街並み……。しか
し、日本の敗戦により状況は一変します。
今回は、今年１月に開催した「日本統治期台湾文化史に見

る台湾人の足跡」講師の原口直希さんを聴き手に、少年時代
を過ごした往時の台湾、空腹とたたかった引き揚げ船のこと、
日本に戻ってからの生活などについてお話しいただきます。
新元さんは「きのこの山」の開発者としても著名な方ですが、
その開発には台湾での思い出も深くかかわっているそうです。
「湾生」の生の声を伺うことで当時を知り、戦争と平和
について考える講座にしたいと思います。

と　き　８月９日（土）昼１時半～４時半
ところ　公民館　地下ホール
定　員　７０名（申込先着順）
申込先　７月９日（水）朝９時～　電話またはホームページより

お　話　平松　朝
あさ

彦
ひこ

（宇
う

フォーラム美術館　館長）

192０年代にパリで活躍した前衛画家、坂田一男に師事し
た平松輝子・二紀和太留は、ともに国立三小・四小で美術
の先生をしていた国立市ゆかりの画家です。二紀和太留は
第二次世界大戦で、マリアナ沖海戦、レイテ沖海戦に参戦
しながら奇跡的に生還しました。２人はそうした戦争体験
を経て、平和への想いを込めた作品を多く残しています。
今回は２人が設立した私設美術館「宇フォーラム美術
館」で毎年開催しているレクイエム展の
展示を見ながら、２人のご子息である平
松朝彦さんに、平松輝子・二紀和太留の
足跡と作品に込めた想いを解説してい
ただきます。
戦後8０年の節目に、絵画作品を通じ

て、ともに平和を考えませんか。

と　き　８月１６日（土）朝１０時～１２時
ところ　宇フォーラム美術館（国立市東４丁目21-1０）
　　　　※国立駅・谷保駅から徒歩2０分
定　員　2０名（申込先着順）
申込先　	７月1０日（木）朝９時～	

電話またはホームページより

台湾生まれの日本人台湾生まれの日本人

「湾生（わんせい）」の軌跡「湾生（わんせい）」の軌跡

国立市ゆかりの画家国立市ゆかりの画家

平松輝子・平松輝子・二二
ふ きふ き

紀紀和和
わ た るわ た る

太留太留が込めた平和への想いが込めた平和への想い

基
調
講
演
「
三
多
摩
テ
ー
ゼ
の

歴
史
的
意
義
と
今
後
の
展
望
」

佐
藤
一か

つ
こ子

（
東
京
大
学
名
誉
教
授
）

国
立
駅
を
久
し
ぶ
り
に
降
り
ま
し
て
、

本
当
に
す
て
き
な
ま
ち
だ
な
と
、
改
め

て
思
い
ま
し
た
。
私
は
東
京
23
区
内
の

生
ま
れ
な
の
で
、
公
民
館
の
「
こ
」
の

字
も
知
ら
な
か
っ
た
大
学
院
生
で
し
た

が
、
昔
、
徳
永
功
さ
ん
が
国
立
市
公
民

館
長
を
し
て
い
た
頃
、
国
立
市
に
は
度

々
お
邪
魔
し
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。

公
民
館
の
原
点
と
国
際
的
な
動
向

ま
ず
公
民
館
は
、
戦
前
・
戦
中
の
深

い
反
省
に
立
っ
て
、
平
和
と
民
主
主
義

の
担
い
手
を
育
成
、
形
成
す
る
と
い
う

教
育
の
根
本
的
な
理
念
を
持
ち
、
教
育

基
本
法
や
社
会
教
育
法
に
よ
っ
て
打
ち

出
さ
れ
ま
し
た
。
日
本
で
は
、
戦
争
終

結
の
翌
年
１
９
４
６
年
に
、
当
時
の
文

部
省
社
会
教
育
課
長
の
寺
中
作
雄
に
よ

っ
て
公
民
館
の
建
設
が
提
唱
さ
れ
ま
し

た
。
そ
こ
か
ら
公
民
館
を
中
心
と
す
る

日
本
の
社
会
教
育
の
地
域
的
な
発
達
が

脈
々
と
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
進
め
ら
れ

て
い
く
わ
け
で
す
。
そ
の
根
本
に
は
、

平
和
で
民
主
的
な
国
家
を
担
う
国
民
を

二紀和太留
「原爆」

第61回東京都公民館研究大会
（主催：東京都公民館連絡協議会）
基調講演の講演要旨のご紹介

※�講演記録全文含む大会
記録集はこちらで読むこ
とができます。➡

２０２５年２月８日（土）に、東京都公民館研究大会がくにたち市民
芸術小ホールにて開催されました（参加者１６１名）。
公民館は戦前・戦中の深い反省に立ち、戦後の平和と民主主義

のための社会教育施設として出発しました。東京・多摩地域の公民
館は、「都市型公民館」として活発に活動し、発展してきた歴史が
あります。
今回紹介する基調講演では、そうした都市型公民館の発展を支え

た、『新しい公民館像をめざして』（東京都教育庁１９７４年発行、通
称「三多摩テーゼ」）がテーマになりました。そのモデルの一つとさ
れる国立市公民館が７０周年を迎えるいま、国立市が事務局として企
画・準備した今大会の基調講演のエッセンスをご紹介します。
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学習権とは問い続け、深く考える権利であり、想像し、創造する権利であり、

返
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
本
日
の

テ
ー
マ
の
「
三
多
摩
テ
ー
ゼ
」
は
、
都

市
型
公
民
館
を
つ
く
り
出
す
上
で
全
国

へ
決
定
的
な
発
信
を
し
ま
し
た
。
多
摩

地
域
で
は
、
住
民
運
動
、
平
和
運
動
、

子
育
て
運
動
な
ど
が
広
が
る
中
で
、
住

民
の
公
民
館
を
求
め
る
動
き
を
受
け
止

め
て
、
多
摩
地
域
の
自
治
体
職
員
と
東

京
都
教
育
庁
や
研
究
者
が
共
同
し
て
、

都
市
型
公
民
館
の
あ
る
べ
き
姿
を
提
言

す
る
た
め
に
『
新
し
い
公
民
館
像
を
め

ざ
し
て
』（
三
多
摩
テ
ー
ゼ
）
を
１
９

７
４
年
に
ま
と
め
ま
し
た
。
三
多
摩
テ

ー
ゼ
が
生
ま
れ
た
背
景
と
し
て
、
１
９

６
０
～
７０
年
代
、
急
激
に
都
市
化
す
る

社
会
に
お
い
て
、
都
市
に
お
け
る
社
会

教
育
の
必
要
性
が
全
国
で
議
論
さ
れ
ま

し
た
。
三
多
摩
テ
ー
ゼ
で
は
、「
住
民

の
自
由
な
た
ま
り
場
」「
集
団
活
動
の

拠
点
」「
私
の
大
学
」「
文
化
創
造
の
ひ

ろ
ば
」
と
い
う
公
民
館
の
「
四
つ
の
役

割
」
を
提
言
し
て
い
ま
す
。

く
に
た
ち
公
民
館
を
モ
デ
ル
に
し

た
「
公
民
館
三
階
建
て
論
」

実
は
三
多
摩
テ
ー
ゼ
に
先
が
け
て
、

国
立
市
公
民
館
を
モ
デ
ル
に
し
た
「
公

民
館
三
階
建
て
論
」
と
い
う
提
言
が
１

９
６
３
年
に
出
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
１

階
は
体
育
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
よ

う
な
、
み
ん
な
が
集
ま
っ
て
体
を
動
か

す
場
や
た
ま
り
場
、
２
階
は
グ
ル
ー
プ

・
サ
ー
ク
ル
の
よ
う
な
小
集
団
活
動
、

そ
し
て
３
階
は
講
座
室
の
よ
う
な
系
統

が
当
た
り
前
に
行
わ
れ
る
と
い
う
、
市

民
主
体
の
社
会
教
育
と
い
う
理
念
の
伝

統
を
残
し
な
が
ら
、
そ
れ
が
非
常
に
高

い
質
を
確
保
し
て
定
着
し
て
い
る
と
思

い
ま
す
。

も
う
一
つ
大
事
な
点
は
、
カ
フ
ェ
の

よ
う
な
居
場
所
の
役
割
で
す
。
つ
な
が

り
づ
く
り
と
い
う
役
割
が
最
近
、
強
調

さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
う
し
た
居
場
所
づ

く
り
と
い
う
こ
と
と
系
統
的
な
学
習
が
、

相
互
の
連
関
を
も
っ
て
い
る
と
い
う
こ

と
が
多
摩
地
域
で
は
十
分
に
果
た
し
得

る
公
民
館
機
能
に
な
っ
て
い
る
の
で
は

な
い
か
、
こ
れ
は
大
き
な
意
義
だ
と
思

い
ま
す
。
市
民
の
力
で
社
会
教
育
活
動

を
つ
く
っ
て
き
た
と
い
う
三
多
摩
の
歴

史
、
な
か
な
か
他
の
地
域
で
は
展
開
で

き
る
も
の
で
は
な
い
貴
重
な
自
分
た
ち

が
歩
ん
で
築
い
て
き
た
歴
史
な
の
だ
と

改
め
て
自
覚
し
て
、
大
事
に
育
ん
で
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

「
学
び
の
公
共
空
間
」
と
し
て
の	

公
民
館
の
必
須
性

社
会
教
育
っ
て
要
ら
な
い
の
？
な
く

て
も
い
い
の
？
好
き
な
人
が
や
れ
ば
い

い
の
？
と
い
う
問
い
を
持
つ
方
も
い
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
こ
れ
ま
で
触
れ
て
き

た
よ
う
な
歴
史
や
国
際
的
な
背
景
の
も

と
、
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
意
味
で

の
公
民
館
の「
必
須
性
」、こ
れ
を
ど
う

住
民
と
社
会
教
育
の
行
政
の
現
場
で
共

有
し
て
い
く
の
か
。
大
き
な
課
題
で
す
。

公
民
館
で
は
、
一
人
一
人
の
学
習
者

が
自
分
の
思
い
、
考
え
、
価
値
観
、
人

権
意
識
、
そ
う
い
う
も
の
を
自
由
に
表

現
で
き
る
、
そ
の
相
互
学
習
の
自
由
と

い
う
も
の
を
い
か
に
保
障
し
て
い
く
か
、

こ
れ
は
社
会
教
育
行
政
の
大
き
な
役
割

で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
改
め
て
確
認
し

た
い
と
思
い
ま
す
。
市
民
の
自
発
的
な

学
習
、
そ
し
て
一
人
一
人
が
生
涯
学
ぶ

と
い
う
こ
と
を
、
い
か
に
公
共
が
支
援

す
る
の
か
、
教
育
行
政
の
役
割
と
し
て

環
境
を
整
備
す
る
の
か
。
そ
れ
は
戦
後

の
社
会
教
育
法
制
定
か
ら
ず
っ
と
問
わ

れ
続
け
て
い
る
こ
と
で
、
好
き
に
民
間

の
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
な
ど
に
行
け

ば
い
い
で
す
よ
と
い
う
話
と
は
違
い
ま

す
。
な
ぜ
な
ら
、
公
民
館
で
は
、
お
互

い
に
つ
な
が
り
合
い
、
地
域
を
つ
く
る

住
民
の
自
治
の
意
識
が
芽
生
え
る
か
ら

で
す
。
も
ち
ろ
ん
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ

ー
で
の
学
び
も
否
定
し
ま
せ
ん
。
そ
れ

と
は
異
な
る
、
地
域
で
自
主
的
、
自
発

的
に
相
互
に
学
び
合
い
を
育
ん
で
い
く

公
民
館
の
役
割
を「
学
び
の
公
共
空
間
」

と
私
は
表
現
し
て
き
ま
し
た
。
で
き
れ

ば
中
学
校
区
に
１
館
、
そ
う
い
う
体
制

を
維
持
し
て
い
く
社
会
教
育
法
の
意
義

を
市
民
全
体
で
共
有
し
な
が
ら
、
ま
ち

づ
く
り
、
文
化
、
そ
し
て
自
分
た
ち
の

地
域
参
加
の
よ
り
ど
こ
ろ
と
し
て
い
く
。

そ
う
し
た
日
本
の
社
会
教
育
の
発
展
の

た
め
に
一
人
一
人
の
市
民
が
力
を
発
揮

し
て
い
く
こ
と
を
心
か
ら
期
待
し
て
い

ま
す
。

形
成
し
、
戦
前
の
過
ち
を
繰
り
返
し
て

は
い
け
な
い
と
い
う
強
い
思
い
が
込
め

ら
れ
て
い
た
こ
と
を
再
確
認
し
て
お
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

国
際
的
な
成
人
教
育
の
動
向
に
お
い

て
は
、
ま
ず
１
９
８
５
年
に
人
権
と
し

て
の
学
習
権
思
想
が
ユ
ネ
ス
コ
で
提
唱

さ
れ
て
、「
学
習
権
宣
言
」
が
出
さ
れ

て
い
ま
す
。
そ
の
後
１
９
９
６
年
、
ユ

ネ
ス
コ
の
教
育
国
際
委
員
会
の
報
告
書

『
学
習
：
秘
め
ら
れ
た
宝
』
が
出
さ
れ

ま
す
が
、
こ
こ
で
は
人
間
と
し
て
共
に

生
き
る
と
い
う
こ
と
を
強
調
し
て
「
共

に
生
き
る
こ
と
を
学
ぶ
」
機
会
と
し
て

の
成
人
教
育
の
重
要
性
が
提
起
さ
れ
て

い
ま
す
。
近
年
の
国
際
的
な
ユ
ネ
ス
コ

を
中
心
と
す
る
成
人
教
育
の
捉
え
方
は
、

学
習
権
を
保
障
す
る
と
い
う
こ
と
、
全

て
の
人
が
学
び
の
機
会
に
参
加
で
き
る
、

そ
う
い
う
成
人
教
育
の
在
り
方
を
繰
り

返
し
強
調
し
て
い
ま
す
。
現
代
の
国
際

動
向
は
、
ま
さ
に
成
人
教
育
を
学
習
権

と
し
て
保
障
す
る
、
そ
う
で
な
い
と
共

に
生
き
る
こ
と
が
で
き
な
い
、
そ
れ
ぐ

ら
い
分
断
が
進
ん
で
い
る
社
会
、
国
際

社
会
な
の
だ
と
繰
り
返
し
述
べ
ら
れ
て

い
ま
す
。

「
三
多
摩
テ
ー
ゼ
」
と
は

現
在
、
公
民
館
は
全
国
的
に
非
常
に

困
難
な
課
題
を
抱
え
て
い
ま
す
が
、
そ

う
し
た
課
題
を
乗
り
越
え
て
未
来
を
見

つ
め
考
え
て
い
く
う
え
で
、
三
多
摩
に

お
け
る
公
民
館
の
発
展
の
歴
史
を
ふ
り

的
な
学
習
の
場
。
こ
れ
は
単
に
建
物
が

３
階
建
て
で
あ
る
べ
き
と
い
う
設
計
的

な
話
で
は
な
く
て
機
能
的
な
こ
と
、
つ

ま
り
成
人
の
学
び
と
は
何
か
と
い
う
問

い
に
迫
る
学
び
の
構
造
化
と
い
う
こ
と

と
施
設
の
機
能
の
在
り
方
と
い
う
も
の

を
連
動
さ
せ
た
議
論
と
言
っ
て
い
い
と

思
い
ま
す
。
こ
の
「
公
民
館
三
階
建
て

論
」
を
発
展
さ
せ
て
、
三
多
摩
テ
ー
ゼ

で
は
施
設
の
機
能
が
ど
う
あ
る
べ
き
か
、

設
計
上
の
ビ
ジ
ョ
ン
も
打
ち
出
し
、
そ

れ
ま
で
の
農
村
の
集
会
施
設
的
な
公
民

館
と
は
違
う
、
多
様
な
学
び
、
多
様
な

市
民
の
活
動
に
応
じ
ら
れ
る
、
施
設
が

整
備
さ
れ
た
公
民
館
の
新
し
い
イ
メ
ー

ジ
を
打
ち
出
し
ま
し
た
。

今
の
三
多
摩
も
、
市
民
ニ
ー
ズ
を
掘

り
下
げ
た
学
習
内
容
の
学
級
・
講
座
、

あ
る
い
は
市
民
が
自
ら
参
加
し
て
つ
く

る
市
民
参
画
企
画
、
そ
し
て
高
度
な
市

民
大
学
的
事
業
な
ど
、
そ
う
い
う
実
践講演に耳を傾ける大勢の参加者



個人的・集団的力量を発達させる権利である。
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お　話　済
さい

東
とう

　鉄
てっ

腸
ちょう

（映画ライター、作家）

ルーマニアと聞いてどのようなイメージを持ちますか？
　学校卒業後の引きこもり生活の中で済東さんはルーマニ
ア映画に魅了されます。独学でルーマニア語を学び、後に
ルーマニア語で小説を書き始め、日本人では珍しいルーマ
ニア語で作品を書く小説家として活躍。作品の数々は現地
でも話題を呼んでいます。
クローン病を患い、ルーマニアには一度も訪れたことの

ない済東さんですが、「今立っている場所でもやれること
がある、その場所でこそ成し遂げられることがある」と言
います。毎日の焦燥感の中からどのように自分のやれるこ
とを見つけていったのか、また、ルーマニアの言葉や、映
画、小説の魅力や特徴についてもお話しいただきます。

〈済東さんの本〉
表題作、『クソッタレな俺をマシにする
ための生活革命』（いずれも左右社）

と　き　８月３日（日）昼２時～４時
ところ　公民館　地下ホール
定　員　７０名（申込先着順）
申込先　	７月11日（金）朝９時～	

電話またはホームページより

講　師　山本　佳奈枝（銅版画家）	
さかた　きよこ（銅版画家）

興味はあるけど、難しそう？　どうやって作るのかな？
そんな疑問に応えながら銅版画創作を楽しむ、初心者向
けのワークショップです。銅版画ならではの繊細な線で小
さな作品を創ります。集まった仲間とともに作業の時間を
楽しみながら、作品を創ってみませんか。出来上がった作
品はロビーで展示する予定です。

と　き　７月２０日、８月３日、２４日、８月３１日
	 いずれも日曜日　昼２時～５時
ところ　公民館　３階集会室・実習室
定　員　1０名（申込先着順）
対　象　	原則休まずに出席できる方、市内在住、在学、在

勤の方、はじめて参加する方を優先。中学生より
一人での参加可。

材料費　2，０００円（ニードル、銅板、版画紙など）
持ち物　８×1０cmの下絵（タテヨコ自由）
	 エプロン（よごれてもよい服装）、筆記用具
申込先　７月８日（火）朝９時～　電話で公民館へ

千葉からほとんど出ない引きこもりの俺が、千葉からほとんど出ない引きこもりの俺が、
一度も海外に行ったことがないまま一度も海外に行ったことがないまま
ルーマニア語の小説家になった話ルーマニア語の小説家になった話

〈図書室のつどい〉〈図書室のつどい〉

講　師　佐藤　泉（青山学院大学・日本近代文学）

5月から、8回にわたり様々な日本の文学作品を味わう
「くにたちブッククラブ」を実施しています。
今回は３回目。およそ半世紀前に刊行され、現在話題沸

騰中の『青い壺』を取り上げます。
講座では、参加者の感想を全体で共有し、講師から作品

の解説をしていただきます。年間通しての参加はもちろ
ん、今回だけの参加も大歓迎です。

と　き　７月１０日（木）夜７時半～９時半
ところ　公民館　３階講座室
定　員　3０名（申込先着順）
	 ※	参加者多数の場合、市内在住・在

学・在勤の方を優先することがあ
ります。

申込先　電話またはホームページより
※詳しくはホームページをご確認ください。

―自分と「似ているもの」／「似ていないもの」――自分と「似ているもの」／「似ていないもの」―
〈くにたちブッククラブ〉

（文春文庫）
有吉佐和子『青い壺』有吉佐和子『青い壺』

はじめての銅版画はじめての銅版画

－－Etching Work ShopEtching Work Shop－－

◀昨年度の作品から

銅版画（エッチング）とは、
銅板に描いた絵を腐蝕させ
て版を作り、できた凹部にイ
ンクを詰めて紙をのせ、プレ
ス機で刷って作る版画です。

桐朋中学・高等学校のプラネタリウムを使って、四季折
々の星座のお話をしていただきます。
天気が良ければ大きな天体望遠鏡や太陽観測の望遠鏡の
見学もします。

お　話　上原　隼
はやと

（桐朋中学・高等学校教諭）

と　き　８月２３日（土）
	 第１回：朝９時～１０時半
	 第２回：朝１１時～１２時半
ところ　桐朋中学・高等学校　教科教室棟（４階）
	 ※	桐朋学園通りに面した北門からご入場ください。
用　意　上履き、靴袋をお持ちください。（土足厳禁です）
対　象　子ども（３歳以上）と保護者（市内在住者のみ）
定　員　１回につき2５組（１組３名まで）
	 ※応募者多数の場合抽選

申込先　	７月23日（水）夜９時までに、	
ホームページより

〈親子で遊ぼう・考えよう〉〈親子で遊ぼう・考えよう〉

プラネタリウムで星を見よう！プラネタリウムで星を見よう！
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学習権とはあらゆる教育の手だてを得る権利であり、

実行委員会企画「総合美術展」を以下の日程で開催しま
す。絵画・写真・手工芸・書など、グループ・サークルに
関係なく自由参加できる展覧会です。

◆開催期間：１０月２１日（火）～１０月２６日（日）

募集要項は８月１日（金）以降、次の施設に置いてあり
ます。皆さまのご応募をお待ちしております！

【募集要項配布場所】
公民館、市役所総合案内、中央図書館、郷土文化館、芸

小ホール、福祉会館、北・南市民プラザ、旧国立駅舎

昨年の展示の様子

公民館１階の保育室をご存じですか。
子育て中の方は、保育室に子どもを預け、公民館内で活動
ができます。乳幼児をもつ保護者が、大人同士で学びあった
り、仲間と一緒に活動したり、公民館の主催講座に参加した
りする時間、こうした公民館での学びを支えるため、公民
館保育室が設置されています。
保育者・子どもともに、同じ曜日に同じメンバーで継続
して通うことで、子どもと大人の信頼関係が育まれ、子ど
ものより豊かな生活、成長の場となることを目指していま
す。通い始めたころは、泣いてしまう子どもも、定期的に
通うことで、保育室内にお友達ができ、楽しんで通う姿が
見られるようになります。
「サークル活動をしたいけど、子
どもがいるから難しい」「子どもを
抱えながら活動を続けるのは大変
……」とお悩みの方、公民館保育室
を利用してみませんか。

開室時間
　火曜日～金曜日　午前１０時～１２時
	 　　　　　など

利用条件
　・市内在住であること
　・	公民館内の集会施設で主催事業・グループ活動に継続
的に参加すること（例えば、毎週火曜日午前というよう
に定期的に通えること、原則として１～２週間に１回）

　・子どもが生後６か月から小学校入学前であること

申込
・グループごとに、公民館２階事務室で受け付けます
・	利用する前月の６日から1５日（1５日が休館日の場合は
14日）までの間に申し込んでください

・	通い始めるにあたっては、事前にオリエンテーション
を行います

第７０回くにたち市民文化祭

―総合美術展のお知らせ―

地下ホール：絵画

３階集会室：手工芸

市民交流ロビー：写真

３階講座室：書

 

 公民館の緑化日記公民館の緑化日記

公民館にお越しの際
は、四季折々の草花を
お楽しみください。

公民館の草花の手入れは、緑化ボランティアのみ
なさんが行なっています。緑化活動を通して、植物
を育てる喜びや公民館を緑で豊かにする達成感を得
ることができます。
活動にご興味のある方、協力していただける方
は、公民館までご連絡ください。

活動内容：	植木の剪定、草花の栽培・手入れ、敷地
内の除草など

活動頻度：	月１回程度（原則、毎月第２土曜日の朝
９時～11時）※任意参加

今年もツツジやバ
ラがきれいに咲きま
した。

▲ツツジ

▲バラ

公民館の緑化活動に参加しませんか公民館の緑化活動に参加しませんか

公民館保育室を活用しませんか
～子どもを預けて学ぶ大人・サークルを応援します～

問合先　詳細は公民館にお問い合わせください
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https://www.city.kunitachi.tokyo.jp/kurashi/shisetsu/3/11114.html

公民館の会場をより多くの団体が利用できるよう、各団体の利用希望を調整する機会を設けています。
９月～12月（ロビーは1０月～１月）の会場調整会日程は以下の通りです。

●会場調整会参加の流れ
①表（☆）のポスト投入期間に、公民館１階入口正面の会場別ポストに「申込書」を入れてください。
②表（★）の日程で、重なり団体一覧を館内に掲示します。ホームページからもご確認いただけます。
③重なりの掲示があった団体…会場調整会への参加
　	調整会は１団体１名、第１希望が取れなかった場合
の別の候補日や会場を想定して、最終的な判断がで
きる方がご参加ください。（開始時間に遅れたり、
不参加の場合は、使用希望は取り消しとなります）

★「参加申込書」を提出していない団体の予約方法
・２階事務室での受付…会場調整会当日の午後２時～
・電話での仮予約…会場調整会当日の午後３時～
※受付時間：午前９時～午後５時（月曜、祝日、年末年始を除く）

重なりの掲示がなかった団体…
お申し込みの日程と会場で仮予約ができています	
（調整会参加の必要はありません）
会場調整会の翌日以降、２階事務室へ本申込みにお越
しください。

＊詳細や不明な点は、ＨＰをご確認いただ
くか、公民館窓口にお問い合わせください。
＊会場調整会は、公民館利用者連絡会のご
協力により実施しています。

―公民館の会場予約のご案内――公民館の会場予約のご案内―

■今後の会場調整会日程 （※いずれも午前１０時～）

使用希望月（ロビー） （☆）申込書のポスト投入期間 （★）重なり団体の掲示日 会場調整会

９月（１０月） ７月５日（土）～７月24日（木） ７月26日（土） ８月２日（土）　

１０月（１１月） ８月２日（土）～８月28日（木） ８月3０日（土） ９月６日（土）　

１１月（１2月） ９月６日（土）～９月25日（木） ９月27日（土） １０月４日（土）　

１2月（１月） １０月４日（土）～１０月23日（木） １０月25日（土） １１月１日（土）　

重なり団体一覧

申込方法詳細

公民館の会場はどのような団体が利用できますか？

●	１． ３名以上のグループ活動であること
　２．	半数以上が市内在住、在勤、在学の方で構成

されるグループであること
　　　　３．	営利に関わる活動でないこと
　　　　以上が会場の利用要件です。
　　　●	個人での利用（市民交流ロビーを除く）、指導者が

生徒を集める教室などではお使いいただけません。

部屋の空き状況はどのように確認できますか？

　　　●	部屋の空き状況は公民館窓口で確認していただく
か、電話で問い合わせいただくことが可能です。
また、公民館ホームページでも申し込み状況を掲
載しています。あくまでホームペー
ジ掲載時点での申し込み状況のた
め、最新の空き状況を確認する場合
は、窓口・電話でご確認ください。

歌や楽器など、音を出す活動の場合、どの部屋を利
用できますか？
●	音の出る活動は地下ホール、音楽室をご利用くだ
さい。また、太鼓など音の大きい楽器は館内全体
に響いてしまうため、お使いいただくことはでき
ません。

　　　●	演劇など、大きく響く声を出す活動の場合も、隣
の部屋に響いてしまうことがあるので、可能であ
れば地下ホールか音楽室をご利用ください。空き
状況によっては、部屋が隣り合っていない和室な
どのご利用をお願いする場合があります。

活動で使用する道具を預けることはできますか？

　　　●	道具を預かることはできません。ご利用の際に各
グループで必要な道具を持参ください。各部屋の
戸棚等に置かれている場合、通常の忘れ物と同じ
く、保管期限を過ぎれば廃棄させていただきま
す。

公民館の公民館の ＆＆ このコーナーでは、公民館についての疑問に答えます。このコーナーでは、公民館についての疑問に答えます。
今回は、「会場利用」についてです。今回は、「会場利用」についてです。

会場申込状況
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公民館からのお知らせは、ホームページにも掲載しています。
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藤
０４２
（
５２７
）
２
２
５
５

楽
し
く
歌
お
う
「
ひ
ま
わ
り
の
会
」

ピ
ア
ニ
ス
ト
の
方
の
指
導
で
表
現
豊

か
な
演
奏
で
会
員
を
曲
の
世
界
へ
と
い

ざ
な
い
、
歌
う
楽
し
さ
を
感
じ
さ
せ
て

く
れ
ま
す
。
童
謡
、
唱
歌
、
日
本
や
世

界
の
名
曲
を
歌
い
ま
す
。
乞
う
ご
入
会
。

日
時　

第
２
・
４
水
曜
日　

朝
1０
時
～

場
所　

北
市
民
プ
ラ
ザ
多
目
的
ホ
ー
ル

連
絡
先　

新に
い

里さ
と

０４２
（
５７７
）
１
０
６
２

公
民
館
運
営
審
議
会
報
告

公
民
館
運
営
審
議
会
報
告

６
月
1０
日
㈫
第
3５
期
第
８
回
定
例
会

を
開
催
。
委
員
12
名
、
館
長
、
職
員
２

名
出
席
。
傍
聴
人
４
名
。

前
回
議
事
録
確
認

議
事
録
修
正
あ
り
。

報
告
事
項

公
民
館
だ
よ
り
編
集
研
究
委
員
会
、
社

会
教
育
委
員
の
会
、
東
京
都
公
民
館
連

絡
協
議
会
、
社
会
教
育
学
習
会
担
当
委

員
よ
り
報
告
。
職
員
よ
り
７０
周
年
記
念

事
業
に
つ
い
て
報
告
。

〇
社
会
教
育
委
員
の
会
よ
り
、
５
月
よ

り
第
2６
期
が
発
足
、
議
長
・
副
議
長
の

選
出
に
つ
い
て
な
ど
を
報
告
。

〇
東
京
都
公
民
館
連
絡
協
議
会
委
員
部

会
は
６
月
よ
り
定
例
会
を
開
催
。

〇
社
会
教
育
学
習
会
担
当
委
員
よ
り
、

今
年
度
の
社
会
教
育
学
習
会
に
つ
い
て

検
討
中
の
内
容
を
報
告
、
秋
頃
開
催
の

方
向
で
調
整
し
て
い
く
。

審
議
事
項

○
令
和
７
年
度
予
算
・
事
業
計
画
に
つ

い
て
館
長
の
報
告
を
受
け
、
質
疑
応
答
。

〇
前
回
に
引
き
続
き
、
審
議
会
で
「
調

査
・
検
討
し
た
い
テ
ー
マ
」
に
つ
い
て

委
員
か
ら
発
表
及
び
質
疑
。
次
回
も
引

き
続
き
協
議
し
て
い
く
こ
と
と
な
っ
た
。

○
７０
周
年
記
念
事
業
に
つ
い
て
、
審
議

会
と
し
て
ど
の
よ
う
に
関
わ
っ
て
い
く

か
、
継
続
し
て
検
討
し
て
い
く
。

次
回
７
月
８
日
㈫
夜
７
時
1５
分
か
ら

講
座
室
。
傍
聴
歓
迎
。	

（
三
谷
）

市
役
所
に
入
職
以
来
、
今
年
４
月
に

初
め
て
公
民
館
配
属
と
な
り
ま
し
た
。

公
民
館
の
仕
事
に
慣
れ
覚
え
る
の
に
焦

り
も
感
じ
て
お
り
ま
す
が
、
市
民
の
学

ぶ
姿
を
励
み
に
、
少
し
ず
つ
経
験
を
積

み
役
立
つ
よ
う
努
め
て
い
く
所
存
で
す
。

今
年
度
は
、
公
民
館
主
催
講
座
「
古

典
へ
の
招
待
『
万
葉
集
』
を
読
む
」
を

担
当
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の

講
座
は
、
独
学
で
は
難
解
な
古
典
文
学

を
講
師
の
方
に
解
説
い
た
だ
き
、
参
加

者
同
士
が
互
い
に
感
想
や
知
識
を
共
有

し
な
が
ら
鑑
賞
す
る
こ
と
で
理
解
を
深

め
て
い
ま
す
。

『
万
葉
集
』
は
一
つ
の
歌
集
と
し
て

捉
え
る
と
、
巻
一
か
ら
巻
十
六
ま
で
を

第
一
部
に
、
巻
十
七
か
ら
巻
二
十
ま
で

を
第
二
部
に
分
類
で
き
ま
す
。
今
年
度

は
前
半
の
天
平
時
代
ま
で
の
和
歌
を
読

み
解
く
こ
と
で
、
大
和
王
朝
に
お
け
る

天
皇
皇
族
の
心
境
に
触
れ
、
受
講
者
各

自
が
『
万
葉
集
』
と
「
現
在
」
と
の
関

係
を
捉
え
て
い
く
こ
と
を
ね
ら
い
と
し

て
い
ま
す
。
歌
を
と
お
し
て
古
典
の
解

釈
に
触
れ
る
こ
と
で
、
私
も
学
生
時
代

に
学
ん
だ
古
典
に
新
た
な
視
点
を
見
出

す
こ
と
が
で
き
、
大
変
有
意
義
で
し
た
。

今
後
も
担
当
す
る
市
民
文
化
祭
等
を

と
お
し
て
様
々
な
グ
ル
ー
プ
の
活
動
内

容
を
知
り
、
公
民
館
職
員
と
し
て
成
長

で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。	

（
Ｈ
・
Ｔ
）

〈
職
員
不
定
期
コ
ラ
ム「
公
民
館
の
窓
」〉

〈
職
員
不
定
期
コ
ラ
ム「
公
民
館
の
窓
」〉

公
民
館
と
の
出
会
い
と
講
座

公
民
館
と
の
出
会
い
と
講
座

「サークル訪問」は、公民館だより編集研究委員会
の委員が市内で活動するサークルに伺って取材し、公
民館だよりへ記事を掲載するコーナーです。活動内容
の紹介や、メンバー募集を希望するサークルのみなさ
まは、ぜひご連絡ください。
〈お問い合わせ先〉公民館　☎０42（５７2）５141

「サークル訪問」に掲載を希望する
サークル募集！

国立市デジタルライブラリー

くにたち
デジタルブック
過去の公民館だよりをご覧に
なりたい方は、『くにたちデジ
タルブック』もご活用ください。

▶
く
に
た
ち
デ

ジ
タ
ル
ブ
ッ
ク

公民館のWi-Fi が
新しくなりました！
７月１日より館内のフリーWi-Fi が新しくなり
ました。案内は館内に掲示しております。

SSID：.Guest_Wi-Fi　パスワード：0425725141

水
泳
「
と
び
う
お
」
会
員
募
集

若
い
方
、
シ
ル
バ
ー
の
方
、
男
性
も
公

認
コ
ー
チ
の
下
、
レ
ベ
ル
別
に
楽
し
く
泳

い
で
い
ま
す
。
ま
ず
は
体
験
（
無
料
）
し

て
み
ま
せ
ん
か
？　

入
会
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。
初
心
者
大
歓
迎
！

日
時　

毎
週
火
曜
日　

昼
12
時
～
２
時

場
所　
Ｆ
Ｓ
Ｘ
ア
リ
ー
ナ（
総
合
体
育
館
）

連
絡
先　

野
上
０８０
（
１０６４
）
９
０
６
４

く
に
た
ち
写
遊
会　

会
員
募
集

写
真
が
好
き
な
方
、
一
緒
に
楽
し
み
ま

し
ょ
う
。
月
一
回
の
講
師
の
指
導
、
随
時

撮
影
会
、
年
に
一
度
の
写
真
展
開
催
。
写

真
を
通
し
て
地
域
の
仲
間
づ
く
り
を
目
指

し
ま
す
。

日
時　

第
３
水
曜
日　

昼
１
時
～
４
時

場
所　

公
民
館

連
絡
先　

榎
戸
０９０
（
７７２５
）
５
１
２
４



(8)第 号く に た ち 公 民 館 だ よ り年（令和 7年） 7852025 7　月　日7 5

―この「公民館だより」は再生紙を使用しています―

歌
サ
ー
ク
ル
「
す
み
れ
の
会
」

楽
し
く
歌
っ
て
気
分
も
晴
れ
や
か
に
！

童
謡
か
ら
歌
謡
曲
ま
で
、
曲
の
背
景
な

ど
も
紹
介
し
つ
つ
楽
し
く
歌
い
ま
す
。

ど
な
た
で
も
ご
参
加
頂
け
ま
す
。お
試

し
無
料
。お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

日
時　

第
１
・
３
金
曜
日　

朝
1０
時
～

場
所　

南
市
民
プ
ラ
ザ
多
目
的
ホ
ー
ル

連
絡
先　

川
端
０５０
（
７１１７
）
３
４
７
５

加
害
者
と
し
て
の
戦
争
を
語
る
会

砂
川
闘
争
７０
年
を
記
念
し
、
亀
井
文

夫
監
督
の
記
録
映
画
『
流
血
の
記
録
砂

川
』
上
映
と
、
闘
争
に
参
加
し
基
地
反

対
を
訴
え
続
け
て
い
る
島
田
清
作
さ
ん

の
お
話
を
お
聞
き
し
ま
す
。

日
時　
７
月
12
日
㈯　

昼
２
時
～

場
所　

公
民
館　

３
階
講
座
室

連
絡
先　

龍
野
０９０
（
１４６９
）
１
０
９
４

く
に
た
ち
国
際
友
好
会
Ｗ
Ｉ
Ｎ
Ｇ

７
月
の
国
際
理
解
講
座
は
、
カ
ス
ピ

海
に
面
し
た
欧
州
唯
一
の
仏
教
国
で
あ

り
ロ
シ
ア
連
邦
に
属
す
る
、
カ
ル
ム
イ

キ
ア
共
和
国
出
身
の
サ
グ
ラ
ラ
さ
ん
に

母
国
の
お
話
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

日
時　
７
月
2０
日
㈰　

夜
７
時
～
９
時

場
所　
公
民
館
３
階
講
座
室
＆
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ

連
絡
先　

西
江
０７０
（
９０２０
）
７
８
３
８

台
湾
映
画
上
映
・
台
湾
文
化
研
究
会

『
セ
デ
ッ
ク
・
バ
レ
』ウ
ェ
イ
・
ダ
ー

シ
ョ
ン
監
督
の
第
１
作『
海
角
七
号　

君

想
う
、国
境
の
南
』
を
鑑
賞

し
感
想
を
語
り
合
い
ま
し

ょ
う
。
ど
な
た
で
も
Ｏ
Ｋ
。

日
時　
７
月
2７
日
㈰　

昼
２
時
～
５
時

場
所　

公
民
館　

３
階
講
座
室

連
絡
先　

森
川
０８０
（
５６４７
）
７
９
１
１

７月６日（日）昼　�図書室のつどい�
『「働けない」をとことん考えてみた。』

　　１０日（木）夜　ブッククラブ　有吉佐和子『青い壺』
　　２０日（日）昼　はじめての銅版画
８月３日（日）昼～�図書室のつどい� �

『千葉からほとんど出ない引きこもりの
俺が、一度も海外に行ったことがないま
まルーマニア語の小説家になった話』

　　８日（金）夜　�シリーズ〈戦後８０年〉�
「ナチス・ドイツ�―�歴史学からの検証」

　　９日（土）昼　台湾生まれの日本人『湾生』の軌跡
　　１６日（土）朝　�国立市ゆかりの画家、平松輝子・二紀

和太留が込めた平和への想い
　　２３日（土）朝　�親子で遊ぼう・考えよう�

「プラネタリウムで星をみよう！」
　　２4日（日）昼　C

シ ネ ボ ッ ク ス

INEVOX『父と暮せば』
　講座の開催状況などに変更があった場合は、公民
館入り口付近への掲示や、ホームページでお知らせ
します。ご不明の点はお問い合わせください。
公民館　☎０4２（５７２）５１４１ ▲講座等の案内

今月の公民館（７月～８月）

楽
器
の
王
様
と
言
わ
れ
る
ピ
ア
ノ
に

憧あ
こ
が

れ
、
弾
け
る
よ
う
に
な
り
た
い
と

思
う
人
は
少
な
く
な
い
。
音
程
を
自
分

で
取
ら
ね
ば
な
ら
な
い
弦
楽
器
と
違
い
、

鍵
盤
を
押
せ
ば
音
の
出
る
ピ
ア
ノ
は
、

初
心
者
が
取
り
か
か
り
や
す
い
楽
器
で

も
あ
る
。
指
の
長
さ
も
力
の
強
さ
も
全

く
違
う
左
右
1０
本
の
指
を
均
等
に
動
か

す
こ
と
は
、
実
は
と
て
も
大
変
な
の
だ

け
れ
ど
。

サ
ー
ク
ル
名
の
ド
レ
ミ
は
イ
タ
リ
ア

語
だ
。
音
楽
用
語
に
は
イ
タ
リ
ア
語
が

多
い
。
サ
ー
ク
ル
発
足
の
き
っ
か
け
は
、

２
０
２
０
年
に
国
立
市
社
会
福
祉
協
議

会
の
第
13
期
「
初
心
者
ピ
ア
ノ
教
室
」

で
同
期
と
な
っ
た
こ
と
だ
。
年
齢
６０
歳

以
上
で
２
年
間
の
こ
の
教
室
で
は
、
一い

ち

か
ら
ピ
ア
ノ
を
学
ぶ
。
コ
ロ
ナ
に
よ
る

中
断
は
あ
っ
た
が
２
０
２
３
年
４
月
に

無
事
、
発
表
会
を
迎
え
終
了
し
た
。
し

か
し
、
す
っ
か
り
仲
良
し
と
な
り
「
こ

れ
で
さ
よ
な
ら
は
寂
し
い
。
こ
れ
か
ら

も
皆
で
時
々
会
い
た
い
し
一
緒
に
ピ
ア

ノ
を
弾
き
た
い
。
そ
れ
な
ら
サ
ー
ク
ル

を
立
ち
上
げ
よ
う
！
」
と
発
表
会
後
の

２
０
２
３
年
５
月
に
「
ド
・
レ
・
ミ　

サ
ー
ク
ル
会
」
と
し
て
月
２
回
、
福
祉

会
館
に
集
う
こ
と
と
な
っ
た
。

年
齢
は
６０
代
か
ら
8０
代
の
14
名
だ
が
、

各
自
の
都
合
も
あ
り
毎
回
の
参
加
は
７
、

８
名
程
。
講
座
室
内
の
ア
ッ
プ
ラ
イ
ト

ピ
ア
ノ
で
、
順
番
に
練
習
す
る
。
曲
は

「
愛
の
讃
歌
」
か
ら
「
エ
リ
ー
ゼ
の
た

め
に
」
と
各
自
様
々
。
ピ
ア
ノ
教
室
終

了
後
は
、
個
人
で
先
生
に
な
ら
う
人
も

い
れ
ば
独
学
で
続
け
る
人
も
い
て
、
互

い
に
教
え
合
い
も
す
る
。

メ
ン
バ
ー
は
と
に
か
く
仲
が
良
く
、

練
習
の
合
間
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
近
況
報

告
や
世
間
話
等
、
話
は
尽
き
な
い
。
サ

ー
ク
ル
で
集
ま
る
以
外
に
も
年
２
回
の

会
食
が
あ
り
、
そ
れ
に
は
ほ
ぼ
全
員
が

参
加
す
る
と
い
う
。
ピ
ア
ノ
で
つ
な
が

る
、
仲
良
し
ピ
ア
ノ
サ
ー
ク
ル
だ
。

な
お
、
13
期
生
の
み
の
サ
ー
ク
ル
の

た
め
、
新
規
募
集
は
し
て
い
な
い
そ
う

だ
。

日
　
時　

月
２
回
不
定
期

場
　
所　

福
祉
会
館
３
階
講
座
室

〈
文
・
写
真
　
公
民
館
だ
よ
り

編
集
研
究
委
員
　
大
山
　
葉
子
〉

〈
サ
ー
ク
ル
訪
問
４
０
５
〉

ド
・
レ
・
ミ

ド
・
レ
・
ミ  

サ
ー
ク
ル
会

サ
ー
ク
ル
会

音楽のある生活…ピアノを弾こう！

「ワッ、まぶしい・・・！（さくら通り）」
撮影　和賀一

（フォトサークルくにたち）


